
第４分科会A「令和の日本型教育」を担う教師の育成
地域の願いを理解し、学校教育目標の実現に力を合わせて

取り組む教職員集団の形成

香川県 高松市立庵治中学校 北堀 宏
（令和６年度 高松市立牟礼中学校）



瀬戸大橋 JR高松駅 庵治半島



庵治港

五剣山（85番札所八栗寺） 屋島（ 84番札所屋島寺）

庵治中学校



庵治の船祭り（県指定無形民俗文化財）７月

花火大会 皇子神社の船渡御



神輿と太鼓台を船に乗せて御旅所へ



〇生徒数 R４ ７０名
R５ ６１名
R６ ６０名

〇地域の願い
生徒一人ひとりを地域の宝と

して大切に育て、地域の発展に
貢献する人になってほしい。



〇考えられる主な要因
こども園・小学校・中学校と

いう長い期間を、クラス替えも
なく同じ集団で過ごす中での人
間関係のつまずき

〇最大の学校課題
不登校・別室登校



〇学校課題の解消に向けた仮説
小学生や地域の方々との交流を

深めることで、固定されがちな人
間関係に変化をもたらしたり、わ
くわくする学校生活につなげたり
できるのではないか？



令和５年度 庵治中学校教育目標

〇自分自身や周囲の人々、
そしてふるさとを大切にし、
夢や目標に向かって努力する
生徒を育成する。



〇「令和の日本型教育」を担う
教師

〇地域の願いを理解し、学校教
育目標の実現に力を合わせて取
り組む教職員

〇教職員のウェルビーイングの
向上



ＰＥＲＭＡ理論（セリグマン博士）

P＝学校に行くことが楽しみ（期待感）

E＝時間を忘れて集中できる（没入感）

R＝教員相互の良好な関係性（安心感）

M＝組織の役に立っている   （有用感）

A＝生徒の成長が実感できる（達成感）



〇学校課題の解消に向けた取組
・ふるさと学習
・庵治祭（小中合同文化祭）

   ※中の合唱コンクール＋小の学習発表会

・ＡＳＭ(Ａji Student Meeting)
・庵治里山ふるさとウォーク







庵治祭に向けて バザー券づくり



庵治祭に向けて バザー券づくり



看板づくり



庵治祭 令和6年11月11日（土）



小中学生合同合唱「生命が羽ばたくとき」



庵治小 庵治締め太鼓



庵治中 吹奏楽部



綿菓子 ポップコーン



軽食販売（綿菓子・ポップコーン・おにぎり弁当等）



カレーライス



庵治小ＰＴＡ縁日金魚すくい



庵治奴子の再現（町内有志）



道徳教材：郷土の伝統と文化「庵治奴子の再現」



〇生徒の感想
「準備や片付けは大変だったけれど小学生や
お客さんが喜んでくれて、みんなのために働
くというやりがいがありました。」

「お金の計算やバザー券、看板の作成を全校
生徒で一緒にやったことがとても楽しかった。
来年も同じようにやってほしい。」



〇中学校教員の感想
「初の取組で、ある程度のトラブルもやむな
しと思っていたが、地域の方々の温かい支援
や協力で有意義な行事となった。」

「大きな成果を感じた。行事を通して心が豊
かになり、ふるさとに愛着を持つことにもつ
ながっていた。教育目標を具体的な形に表す
ことができた取組となっていた。」



〇中学校教員の感想
「小学校の先生方とは普段同じ職場にいない
ので、ちょっとした相談や急な対応で声掛け
がしにくかった。次年度の課題である。」

「初の開催で至らないところをみんなで補い
合っていたからできたと思う。達成感もある
が、ストレスや負担も感じた。」



庵治里山ふるさとウォーク（遠見山登山）
令和6年2月2日（金）



令和6年度 庵治小学校・庵治中学校合同
春季大運動会 令和6年５月2５日（土）





令和５年度 高松市立庵治中学校教職員



ご清聴ありがとうございました。
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